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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける、割り当てら
れたダウンリンクチャネルのためのリソースの異なる部分を決定することと、
　前記リソースの前記異なる部分において受信された信号を処理するための異なる技法を
選択することであって、各技法が、前記リソースの前記異なる部分が受ける干渉の対応す
るレベルまたはタイプに少なくとも基づいて、前記リソースの前記異なる部分のうちの少
なくとも１つにおける前記干渉を低減させるように選択される、選択することと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記対応する選択された技法を使用して前記リソースの前記異なる部分を処理すること
によって前記ダウンリンクチャネルを復号すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記リソースの少なくとも第１の部分が、１つまたは複数の干渉セルから、共通基準信
号（ＣＲＳ）に関係する干渉を受ける、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記リソースの前記異なる部分において受信された信号を処理するための前記異なる技
法を選択することが、
　前記リソースの前記第１の部分における前記干渉を低減させるための技法を選択するこ
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と
　を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記リソースの第２の部分がＣＲＳ送信をほとんどまたはまったく含まない、請求項３
に記載の方法。
【請求項６】
　前記割り当てられたダウンリンクチャネルのための前記リソースが複数のキャリアにわ
たり、
　前記複数のキャリアのうちの少なくとも１つにおける前記リソースの一部分について干
渉が低減される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記リソースの異なる部分において受信された信号を処理するための異なる技法を選択
することは、
　　干渉が低減される前記リソースの前記一部分において受信された信号を処理するため
に第１の技法を選択することと、
　　前記リソースの１つまたは複数の他の部分において受信された信号を処理するために
少なくとも第２の技法を選択することと、を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２の技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干
渉低減なし、のうちの少なくとも１つを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記リソースの前記異なる部分において受信された信号を処理するための異なる技法の
各々が、サブフレームタイプ、キャリアタイプ、共通基準信号（ＣＲＳ）構成、セルの帯
域幅、またはＣＲＳポートの数のうちの少なくとも１つにさらに基づいて選択される、請
求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記リソースの前記異なる部分を決定することが、前記異なる部分を示すシグナリング
を受信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記リソースの前記異なる部分を決定することが、前記割り当てられたダウンリンクチ
ャネルのためのリソースのブラインド検出を実行することを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記異なる技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干
渉低減なし、のうちの複数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記リソースの前記異なる部分が、
　あるサブフレーム中の同じキャリア上の、第１のシンボルに関連する前記リソースの第
１の部分と、第２のシンボルに関連する前記リソースの第２の部分と
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ダウンリンクチャネルがデータチャネルまたは制御チャネルである、請求項１に記
載の方法。
【請求項１５】
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくとも１つを受ける前記リソ
ースの前記異なる部分が、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくと
も１つを受ける、セルの周波数帯域幅の異なる部分中に存在する、請求項１に記載の方法
。
【請求項１６】
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける、割り当てら
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れたダウンリンクチャネルのためのリソースの異なる部分を決定することと、
　前記異なるレベルまたは前記異なるタイプの干渉に基づいて前記リソースに関する干渉
の固定のパターンまたは量を選択することであって、干渉の前記固定のパターンまたは量
が、干渉の前記異なるレベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数の干渉
レベルを含む、選択することと、
　前記リソースにおいて受信された信号を処理するための技法を選択することであって、
前記技法が、前記リソースに関する干渉の前記選択された固定のパターンまたは量に基づ
いて、前記リソースの前記異なる部分のうちの少なくとも１つにおける前記干渉を低減さ
せるように選択される、選択することと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項１７】
　前記選択された技法を使用して前記リソースを処理することによって前記ダウンリンク
チャネルを復号すること
　をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記割り当てられたダウンリンクチャネルのための前記リソースが複数のキャリアにわ
たり、
　前記複数のキャリアのうちの少なくとも１つにおける前記リソースについて干渉が低減
される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記技法が、サブフレームタイプ、キャリアタイプ、共通基準信号（ＣＲＳ）構成、セ
ルの帯域幅、またはＣＲＳポートの数のうちの少なくとも１つにさらに基づいて選択され
る、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記リソースの前記異なる部分を決定することが、前記異なる部分を示すシグナリング
を受信することを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記リソースの前記異なる部分を決定することが、前記割り当てられたダウンリンクチ
ャネルのためのリソースのブラインド検出を実行することを含む、請求項１６に記載の方
法。
【請求項２２】
　前記技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干渉低減
なし、のうちの１つまたは複数を含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくとも１つを受ける前記リソ
ースの前記異なる部分が、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくと
も１つを受ける、帯域幅の異なる部分中に存在する、請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける、割り当てら
れたダウンリンクチャネルのためのリソースの異なる部分を決定するための手段と、
　前記リソースの前記異なる部分において受信された信号を処理するための異なる技法を
選択するための手段であって、各技法が、前記リソースの前記異なる部分が受ける干渉の
対応するレベルまたはタイプに少なくとも基づいて、前記リソースの前記異なる部分のう
ちの少なくとも１つにおける前記干渉を低減させるように選択される、選択するための手
段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２５】
　前記対応する選択された技法を使用して前記リソースの前記異なる部分を処理すること
によって前記ダウンリンクチャネルを復号するための手段
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　をさらに備える、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記リソースの少なくとも第１の部分が、１つまたは複数の干渉セルから、共通基準信
号（ＣＲＳ）に関係する干渉を受ける、請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記リソースの前記異なる部分において受信された信号を処理するための前記異なる技
法を選択するための前記手段が、
　前記リソースの前記第１の部分における前記干渉を低減させるための技法を選択するた
めの手段
　を含む、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記リソースの第２の部分がＣＲＳ送信をほとんどまたはまったく含まない、請求項２
６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記割り当てられたダウンリンクチャネルのための前記リソースが複数のキャリアにわ
たり、
　前記複数のキャリアのうちの少なくとも１つにおける前記リソースの一部分について干
渉が低減される、請求項２４に記載の装置。
【請求項３０】
　前記リソースの前記異なる部分において受信された信号を処理するための異なる技法を
選択するための前記手段は、
　　干渉が低減される前記リソースの前記一部分において受信された信号を処理するため
に第１の技法を選択するための手段と、
　　前記リソースの１つまたは複数の他の部分において受信された信号を処理するために
少なくとも第２の技法を選択するための手段とを含む、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記第２の技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干
渉低減なし、のうちの少なくとも１つを含む、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記リソースの前記異なる部分において受信された信号を処理するための異なる技法の
各々が、サブフレームタイプ、キャリアタイプ、共通基準信号（ＣＲＳ）構成、セルの帯
域幅、またはＣＲＳポートの数のうちの少なくとも１つにさらに基づいて選択される、請
求項２４に記載の装置。
【請求項３３】
　前記リソースの前記異なる部分を決定するための前記手段が、前記異なる部分を示すシ
グナリングを受信するための手段を含む、請求項２４に記載の装置。
【請求項３４】
　前記リソースの前記異なる部分を決定するための前記手段が、前記割り当てられたダウ
ンリンクチャネルのためのリソースのブラインド検出を実行するための手段を含む、請求
項２４に記載の装置。
【請求項３５】
　前記異なる技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干
渉低減なし、のうちの複数を含む、請求項２４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記リソースの前記異なる部分が、
　あるサブフレーム中の同じキャリア上の、第１のシンボルに関連する前記リソースの第
１の部分と、第２のシンボルに関連する前記リソースの第２の部分と
　を含む、請求項２４に記載の装置。
【請求項３７】
　前記ダウンリンクチャネルがデータチャネルまたは制御チャネルである、請求項２４に
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記載の装置。
【請求項３８】
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくとも１つを受ける前記リソ
ースの前記異なる部分が、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくと
も１つを受ける、セルの周波数帯域幅の異なる部分中に存在する、請求項２４に記載の装
置。
【請求項３９】
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける、割り当てら
れたダウンリンクチャネルのためのリソースの異なる部分を決定するための手段と、
　前記異なるレベルまたは前記異なるタイプの干渉に基づいて前記リソースに関する干渉
の固定のパターンまたは量を選択するための手段であって、干渉の前記固定のパターンま
たは量が、干渉の前記異なるレベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数
の干渉レベルを含む、選択するための手段と、
　前記リソースにおいて受信された信号を処理するための技法を選択するための手段であ
って、前記技法が、前記リソースに関する干渉の前記選択された固定のパターンまたは量
に基づいて、前記リソースの前記異なる部分のうちの少なくとも１つにおける前記干渉を
低減させるように選択される、選択するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項４０】
　前記選択された技法を使用して前記リソースを処理することによって前記ダウンリンク
チャネルを復号するための手段
　をさらに備える、請求項３９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記割り当てられたダウンリンクチャネルのための前記リソースが複数のキャリアにわ
たり、
　前記複数のキャリアのうちの少なくとも１つにおける前記リソースについて干渉が低減
される、請求項３９に記載の装置。
【請求項４２】
　前記技法が、サブフレームタイプ、キャリアタイプ、共通基準信号（ＣＲＳ）構成、セ
ルの帯域幅、またはＣＲＳポートの数のうちの少なくとも１つにさらに基づいて選択され
る、請求項３９に記載の装置。
【請求項４３】
　前記リソースの前記異なる部分を決定するための前記手段が、前記異なる部分を示すシ
グナリングを受信することを含む、請求項３９に記載の装置。
【請求項４４】
　前記リソースの前記異なる部分を決定するための前記手段が、前記割り当てられたダウ
ンリンクチャネルのためのリソースのブラインド検出を実行するための手段を含む、請求
項３９に記載の装置。
【請求項４５】
　前記技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干渉低減
なし、のうちの１つまたは複数を含む、請求項３９に記載の装置。
【請求項４６】
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくとも１つを受ける前記リソ
ースの前記異なる部分が、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくと
も１つを受ける、帯域幅の異なる部分中に存在する、請求項３９に記載の装置。
【請求項４７】
　１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な命令が記憶されたコンピュータ可読記
憶媒体であって、前記命令が、
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける、割り当てら
れたダウンリンクチャネルのための１つのサブフレーム中のリソースの異なる部分を決定
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するための命令と、
　前記リソースの前記異なる部分において受信された信号を処理するための異なる技法を
選択するための命令であって、各技法が、前記リソースの前記異なる部分が受ける干渉の
対応するレベルまたはタイプに少なくとも基づいて、前記リソースの前記異なる部分のう
ちの少なくとも１つにおける前記干渉を低減させるように選択される、選択するための命
令と
　を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４８】
　１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な命令が記憶されたコンピュータ可読記
憶媒体であって、前記命令が、
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける、割り当てら
れたダウンリンクチャネルのためのリソースの異なる部分を決定するための命令と、
　前記異なるレベルまたは前記異なるタイプの干渉に基づいて前記リソースに関する干渉
の固定のパターンまたは量を選択するための命令であって、干渉の前記固定のパターンま
たは量が、干渉の前記異なるレベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数
の干渉レベルを含む、選択するための命令と、
　前記リソースにおいて受信された信号を処理するための技法を選択するための命令であ
って、前記技法が、前記リソースに関する干渉の前記選択された固定のパターンまたは量
に基づいて、前記リソースの前記異なる部分のうちの少なくとも１つにおける前記干渉を
低減させるように選択される、選択するための命令と
　を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４９】
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける、割り当てら
れたダウンリンクチャネルのためのリソースの異なる部分を決定することと、
　前記リソースの前記異なる部分において受信された信号を処理するための異なる技法を
選択することであって、各技法が、前記リソースの前記異なる部分が受ける干渉の対応す
るレベルまたはタイプに少なくとも基づいて、前記リソースの前記異なる部分のうちの少
なくとも１つにおける前記干渉を低減させるように選択される、選択することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項５０】
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける、割り当てら
れたダウンリンクチャネルのためのリソースの異なる部分を決定することと、
　前記異なるレベルまたは前記異なるタイプの干渉に基づいて前記リソースに関する干渉
の固定のパターンまたは量を選択することであって、干渉の前記固定のパターンまたは量
が、干渉の前記異なるレベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数の干渉
レベルを含む、選択することと、
　前記リソースにおいて受信された信号を処理するための技法を選択することであって、
前記技法が、前記リソースに関する干渉の前記選択された固定のパターンまたは量に基づ
いて、前記リソースの前記異なる部分のうちの少なくとも１つにおける前記干渉を低減さ
せるように選択される、選択することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる
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、２０１１年１２月２１日に出願された「Ｍｅｔｈｏｄｓ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ
　ｆｏｒ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ」と題する
米国仮出願第６１／５７８，６６５号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、概して通信システムに関し、より詳細には、割り当てられたチャネルのリソ
ース内で、干渉の異なるアベイラビリティに対処するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブロード
キャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典型的な
ワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力
）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技
術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接
続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ
）システムがある。
【０００４】
　これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さらには地
球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気通信規
格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はＬｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ
ｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）によって公表されたＵｎｉｖｅｒｓａｌ　
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）モバ
イル規格の拡張セットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善することによってモバイ
ルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コストを下げ、サービ
スを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡ
を使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合するように設計されている
。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて
、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続
技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。本方法は、概し
て、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てら
れたダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定することと、リソースの
異なる部分を処理するための異なる技法を選択することであって、各技法が、干渉の対応
するレベルまたはタイプに少なくとも基づいて選択される、選択することとを含む。
【０００６】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための方法を提供する。本方法は、概し
て、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てら
れたダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定することと、異なるレベ
ルまたは異なるタイプの干渉に基づいてリソースに関する干渉の固定のパターンまたは量
を選択することであって、干渉の固定のパターンまたは量が、干渉の異なるレベルのうち
の１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数の干渉レベルを含む、選択することと、リ
ソースを処理するための技法を選択することであって、技法が、干渉の選択された固定の
パターンまたは量に基づいて選択される、選択することとを含む。
【０００７】
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　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、概し
て、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てら
れたダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定するための手段と、リソ
ースの異なる部分を処理するための異なる技法を選択するための手段であって、各技法が
、干渉の対応するレベルまたはタイプに少なくとも基づいて選択される、選択するための
手段とを含む。
【０００８】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、概し
て、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てら
れたダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定するための手段と、異な
るレベルまたは異なるタイプの干渉に基づいてリソースに関する干渉の固定のパターンま
たは量を選択するための手段であって、干渉の固定のパターンまたは量が、干渉の異なる
レベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数の干渉レベルを含む、選択す
るための手段と、リソースを処理するための技法を選択するための手段であって、技法が
、干渉の選択された固定のパターンまたは量に基づいて選択される、選択するための手段
とを含む。
【０００９】
　いくつかの態様は、１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である命令が記憶さ
れた非一時的コンピュータ可読媒体を備える、ワイヤレス通信のためのコンピュータプロ
グラム製品を提供する。命令は、概して、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうち
の少なくとも１つを受ける割り当てられたダウンリンクチャネルのためにリソースの異な
る部分を決定するための命令と、リソースの異なる部分を処理するための異なる技法を選
択するための命令であって、各技法が、干渉の対応するレベルまたはタイプに少なくとも
基づいて選択される、選択するための命令とを含む。
【００１０】
　いくつかの態様は、１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である命令が記憶さ
れた非一時的コンピュータ可読媒体を備える、ワイヤレス通信のためのコンピュータプロ
グラム製品を提供する。命令は、概して、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうち
の少なくとも１つを受ける割り当てられたダウンリンクチャネルのためにリソースの異な
る部分を決定するための命令と、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉に基づいてリソ
ースに関する干渉の固定のパターンまたは量を選択するための命令であって、干渉の固定
のパターンまたは量が、干渉の異なるレベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つま
たは複数の干渉レベルを含む、選択するための命令と、リソースを処理するための技法を
選択するための命令であって、技法が、干渉の選択された固定のパターンまたは量に基づ
いて選択される、選択するための命令とを含む。
【００１１】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、概し
て、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を含む。プロセッサは、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つ
を受ける割り当てられたダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定する
ことと、リソースの異なる部分を処理するための異なる技法を選択することであって、各
技法が、干渉の対応するレベルまたはタイプに少なくとも基づいて選択される、選択する
こととを行うように構成される。
【００１２】
　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、概し
て、少なくとも１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
を含む。プロセッサは、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つ
を受ける割り当てられたダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定する
ことと、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉に基づいてリソースに関する干渉の固定
のパターンまたは量を選択することであって、干渉の固定のパターンまたは量が、干渉の
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異なるレベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数の干渉レベルを含む、
選択することと、リソースを処理するための技法を選択することであって、技法が、干渉
の選択された固定のパターンまたは量に基づいて選択される、選択することとを行うよう
に構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）規格におけるダウンリンク（ＤＬ）フ
レーム構造の一例を示す図。
【図４】ＬＴＥにおけるアップリンク（ＵＬ）フレーム構造の一例を示す図。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図。
【図６】本開示のいくつかの態様による、アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよ
びユーザ機器の一例を示す図。
【図７】本開示のいくつかの態様による、異種ネットワーク中の範囲拡張されたセルラー
領域を示す図。
【図８】本開示のいくつかの態様による、複数のキャリアにわたる例示的な割り当てられ
たダウンリンクチャネルを示す図。
【図９Ａ】本開示のいくつかの態様による、異なるタイプの干渉を受けるリソースの異な
る部分にわたる例示的な割り当てられたダウンリンクチャネルを示す図。
【図９Ｂ】本開示のいくつかの態様による、異なる帯域幅をもつ２つの隣接セルの割り当
てられたダウンリンクチャネル中の２つの例示的なサブフレームを示す図。
【図１０】本開示のいくつかの態様による、異なるタイプ／レベルの干渉を受けるリソー
スの異なる部分にわたる例示的な割り当てられたダウンリンクチャネルを示す図。
【図１１】本開示のいくつかの態様による、リソースの異なる部分に対して異なる干渉緩
和技法を適用するためにユーザ機器によって実行され得る例示的な動作を示す図。
【図１２】本開示のいくつかの態様による、干渉を管理するためにワイヤレスデバイスに
よって実行され得る例示的な動作を示す図。
【図１３】本開示のいくつかの態様による、例示的な装置中の異なるモジュール／手段／
コンポーネント間のデータフローを示す概念データフロー図。
【図１４】本開示のいくつかの態様による、処理システムを採用する装置のためのハード
ウェア実装形態の一例を示す図。
【詳細な説明】
【００１４】
　添付の図面に関して以下に示す詳細な説明は、様々な構成を説明することを意図したも
のであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すことを意図したもの
ではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。
ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明ら
かであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られて
いる構造およびコンポーネントをブロック図の形式で示す。
【００１５】
　次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示する。
これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」と総称
される）様々なブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような
要素がハードウェアとして実装されるか、またはソフトウェアとして実装されるかは、特
定の用途および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１６】
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　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つまたは
複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例として
は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、
フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（Ｐ
ＬＤ）、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリートハードウェア回路、および本開示
全体にわたって説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェア
がある。処理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソ
フトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハード
ウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント
、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケ
ーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブル
ーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味す
ると広く解釈されたい。
【００１７】
　したがって、１つまたは複数の例示的な態様では、説明する機能は、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェ
アで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュ
ータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピュー
タ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセス
され得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュ
ータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク
ストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または命令
またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され
得、かつコンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる
。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク
（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディ
スク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレイデ
ィスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク
（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体
の範囲内に含めるべきである。
【００１８】
　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネットワー
クアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet System）
１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１
０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と、
発展型パケットコア（ＥＰＣ）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、事業
者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続す
ることができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは図示して
いない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者なら容易に
諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービスを提供
するネットワークに拡張され得る。
【００１９】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含む。ｅ
ＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロト
コル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バックホール
）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、送受信基地局、
無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basi
c service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、または何ら
かの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０
へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例には、セルラーフォン、スマートフォン
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、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）電話、ラップト
ップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメディアデバイ
ス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメ
ラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によ
って、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リ
モートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リ
モートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リ
モート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００２０】
　ｅＮＢ１０６は、Ｓ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１
１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と
、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネットワーク
（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ
１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭ
Ｅ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲー
トウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウ
ェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならび
に他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に接続さ
れる。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネットと、ＩＰマル
チメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳストリーミング
サービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００２１】
　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２００の一
例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセルラー領
域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０８は
、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。より低
い電力クラスのｅＮＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote radio head）
と呼ばれることがある。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば
、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マクロｅＮ
Ｂ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２
０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネットワ
ーク２００のこの例には集中型コントローラはないが、代替構成では集中型コントローラ
が使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジ
ューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、す
べての無線関連機能を担う。
【００２２】
　アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展開され
ている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time division duplexin
g）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ
上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提
示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調お
よび多元接続技術を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これら
の概念は、Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ（ＥＶ－ＤＯ）またはＵ
ｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯお
よびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２（３ＧＰＰ２）によって公表された
エアインターフェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロードバンドインター
ネットアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）、お



(12) JP 6104938 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

よびＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＴＤＭＡを採用するＧｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）（登録商標）、およびＥｖｏｌｖｅ
ｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）など、ＣＤＭＡの他の変形態、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０
２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、ならびにＯＦＤＭＡを採用するＦｌａ
ｓｈ－ＯＦＤＭを採用する、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ
　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）に拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴ
ＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００および
ＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通
信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課せられる全体的な設計制
約に依存することになる。
【００２３】
　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩＭＯ技
術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信ダイバ
ーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化は、デ
ータの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。データス
トリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、または
全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これは、各
データストリームを空間的にプリコードし（たとえば、振幅および位相のスケーリングを
適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通じて空間的にプリコードされた各スト
リームを送信することによって達成される。空間的にプリコードされたデータストリーム
は、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ２０６に到着し、これによ
り、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複
数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で、各ＵＥ２０６は、空間的
にプリコードされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空間的に
プリコードされた各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００２４】
　空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル状態が
あまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるためにビ
ームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するためのデー
タを空間的にプリコードすることによって達成され得る。セルのエッジにおいて良好なカ
バレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリームビー
ムフォーミング送信が使用され得る。
【００２５】
　以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照しな
がらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシンボ
ル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。サ
ブキャリアは精密な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアからデータを復元
することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉に対
処するために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が各ＯＦ
ＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-av
erage power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形
態で使用し得る。
【００２６】
　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレーム（１
０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレームは、
２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリソース
グリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグリッド
は複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領域中に
１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリック
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プレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４個のリ
ソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リソースブロック
は、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含み、７２個のリソース要素を有する。
Ｒ３０２、３０４として示されるように、リソース要素のいくつかは、ＤＬ基準信号（Ｄ
Ｌ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることも
ある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ
：UE-specific RS）３０４とを含む。ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８／９／１０によれば、ｅＮＢは
、ｅＮＢによってサポートされる各セルについてシステム帯域幅にわたってセル固有基準
信号（ＣＲＳ：cell-specific reference signal）を送信し得る。ＣＲＳは、各サブフレ
ームの特定のシンボル期間中に送信され得る。ただし、以下で説明するように、将来のＬ
ＴＥリリース解放について必ずしもそうであるとは限らない。ＵＥ－ＲＳ信号３０４は、
対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical DL shared channel）がマッピン
グされるリソースブロック上のみで送信される。各リソース要素によって搬送されるビッ
ト数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、
また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００２７】
　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬのための
利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され得る。
制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、設定可能なサイ
ズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報の送信のためにＵＥに
割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべてのリソー
スブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、連続サブキャリアを含むデータセクション
をもたらし、それにより、単一のＵＥにデータセクション中の連続するサブキャリアのす
べてを割り当てることが可能になる。
【００２８】
　ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロック
４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するために、
データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。ＵＥは
、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵ
ＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセ
クション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：
physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送信し得
る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピングし得
る。
【００２９】
　初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physic
al random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するためにリソースブロックのセ
ットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかなるＵＬ
データ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは、
６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワー
クによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある特定の
時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨにはな
い。ＰＲＡＣＨ試行は単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレーム
のシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試行
だけを行うことができる。
【００３０】
　図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルア
ーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルア
ーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つのレイヤとともに示されて
いる。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能を
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実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）
５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢとの間
のリンクを担う。
【００３１】
　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終端され
る、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無線リン
ク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージ
ェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレイヤと
を含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１８にお
いて終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（たとえば
、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤとを含む
いくつかの上位レイヤをＬ２レイヤ５０８の上に有し得る。
【００３２】
　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化を行う
。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するために上位レイ
ヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュリティ
と、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ５１２
は、上位レイヤデータパケットのセグメント化およびリアセンブリと、紛失データパケッ
トの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat reques
t）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブ
レイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣ
サブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえば、リ
ソースブロック）を割り振ることを担う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡＲＱ動作
を担う。
【００３３】
　制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは、制御
プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ２レイ
ヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイヤ）中
に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲ
Ｃサブレイヤ５１６は、無線リソース（たとえば、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮ
ＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担う。
【００３４】
　図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブロック
図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントローラ／プ
ロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤの機能を
実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに基
づいてヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割振りとを
行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信
と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担う。
【００３５】
　ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（たとえば、物理レイヤ）のための様々な信号処
理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：forwar
d error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳ
Ｋ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrature ph
ase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keying）、
多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づいた信
号コンスタレーションへのマッピングとを容易にするために、コーディングとインターリ
ービングとを含む。次いで、コード化され変調されたシンボルは、並列ストリームに分割
される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域およ
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び／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで逆高
速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互いに合成さ
れて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する。ＯＦＤ
Ｍストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされ
る。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を決定
するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０に
よって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る
。次いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０
に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキ
ャリアを変調する。
【００３６】
　ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５２を通じて
信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情報を復元し、受
信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レイヤの
様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられた任意
の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の空間スト
リームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単一のＯ
ＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで高速フーリ
エ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時
間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごと
に別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと基準信号
とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号のコンスタレーションポ
イントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定
器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャ
ネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元するために
復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコントローラ／プ
ロセッサ６５９に与えられる。
【００３７】
　コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ
は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メモリ６
６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロール／プロセッ
サ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット・リアセンブリと、暗号の
復号（deciphering）と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは
、次いで、Ｌ２レイヤよりも上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に
与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得
る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応
答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担う
。
【００３８】
　ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイヤパケ
ットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤよりも上のすべての
プロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に、
コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化
および並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネルとト
ランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制御
プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡ
ＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担う。
【００３９】
　ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからチャネル推定器６
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５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方式を選択す
ることと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８によって使
用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個の送信機
６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸは、送信の
ためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４０】
　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法でｅＮ
Ｂ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６２０を
通じて信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情報を復元
し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤを実装し
得る。
【００４１】
　コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ
６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得る。メ
モリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロール／プ
ロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポ
ートチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット・リアセンブリと、暗号の
復号（deciphering）と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセ
ッサ６７５からの上位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ
／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮ
ＡＣＫプロトコルを使用した誤り検出を担う。
【００４２】
ワイヤレスネットワークのための例示的な割当て依存ダウンリンクチャネル処理
　本開示のいくつかの態様は、割り当てられたチャネルのリソース内の干渉の異なるアベ
イラビリティに対処するための方法および装置を提示する。たとえば、リソースの異なる
部分について、異なるレベルおよび／またはタイプの干渉が利用可能であり得る。したが
って、ユーザ機器は、異なるレベルおよび／または異なるタイプの干渉を受ける割り当て
られたダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定し得る。ＵＥは、干渉
の対応するレベルおよび／またはタイプに基づいてリソースの異なる部分を処理するため
の異なる技法（たとえば、干渉キャンセル（interference cancellation）、パンクチャ
リング（puncturing）、レートマッチング（rate matching）など）を選択し得る。
【００４３】
　異種ネットワーク（ＨｅｔＮｅｔ：heterogeneous network）は、概して、異なる電力
クラスのセルを含む。たとえば、ＨｅｔＮｅｔは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル
などを含み得る。これらのセルは、異なる送信電力および／または異なるアンテナ利得を
有し得る。一例として、マクロセルとピコセルとは、送信電力では１６ｄＢの差を有し、
および／またはアンテナ利得では９ｄＢの差を有し得る。（マクロセル、ピコセルなどで
あり得る）サービングセルとＵＥとの接続（association）のために最良のＤＬ受信電力
が使用される場合、低電力クラスで動作するセルは、限られたカバレージを有し得る。し
かしながら、ＨｅｔＮｅｔにおけるセル範囲拡張（ＣＲＥ：cell range expansion）は、
低電力セルのカバレージを改善し、したがって、システムパフォーマンスを改善し得る。
言い換えれば、ＣＲＥを使用するときには、ＵＥは、最良の（たとえば、最高の）受信Ｄ
Ｌ電力を有しないセルにつながり得る。
【００４４】
　図７は、高電力クラスｅＮＢ７１０ａ（たとえば、マクロセル）と、ピコセルであり得
るＲＲＨ７１０ｂなどの低電力クラスｅＮＢとを含む、異種ネットワークを示す図７００
である。ＲＲＨ７１０ｂは、セルラー領域７０２から拡張された、範囲拡張セルラー領域
７０３を有し得る。セル範囲拡張は、ＲＲＨ７１０ｂとマクロｅＮＢ７１０ａとの間の拡
張セル間干渉協調（ｅＩＣＩＣ：enhanced inter-cell interference coordination）を
通じて、およびＵＥ７２０によって実行される干渉キャンセルを通じて実行され得る。
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【００４５】
　低電力セルによってサービスされる、ＣＲＥの下のＵＥの場合、より高電力のセル（た
とえば、マクロセル）から極度の干渉を受け得る。たとえば、図７では、ＵＥ７２０は、
低電力セル（たとえば、ＲＲＨ７１０ｂ）によってサービスされる。この例では、マクロ
ｅＮＢ７１０ａは、ＵＥ７２０によって受信される高電力ＤＬ信号を送信する。ＵＥ７２
０はまた、ＲＲＨ７１０ｂ（たとえば、それのサービング基地局）から低電力ＤＬ信号を
受信する。マクロセル７１０ａから受信される高電力ＤＬ信号は、ＲＲＨ７１０ｂから受
信される低電力ＤＬ信号に対して強い干渉を与える。ＵＥ７２０は、受信低電力ＤＬ信号
から干渉を除去するために干渉キャンセル技法を実行する必要があり得る。
【００４６】
　ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０では、ＨｅｔＮｅｔのために時間領域拡張セル間干渉協調（ｅＩ
ＣＩＣ：enhanced inter-cell interference coordination）がサポートされている。時
間領域ｅＩＣＩＣでは、異なるセルにわたるサブフレーム利用は、オールモストブランク
サブフレーム（ＡＢＳ：almost blank subframe）パターンのバックホールシグナリング
および／またはオペレーション・アンド・メンテナンス（ＯＡＭ：operation and mainte
nance）構成を通じて時間的に協調され得る。ＡＢＳは、いくつかの物理チャネル上で（
たとえば、送信を含まない）低減された送信電力および／または特定のチャネル上で低減
されたアクティビティをもつサブフレームである。その結果、干渉セルは、ＣＲＥ　ＵＥ
向けの信号送信（たとえば、低電力セルによるＣＲＥ　ＵＥへのＤＬ送信）と時間的に同
時であるサブフレーム上で（たとえば、送信しないことによって、または最小電力で送信
することによって）ＡＢＳを構成することができる。これらのサブフレーム上でＡＢＳを
構成することは、低電力セルによってサービスされるＣＲＥ　ＵＥの受信信号に対する干
渉を低減する。ただし、いくつかの信号は、依然として、全電力で干渉セルによって送ら
れる必要があり得る。たとえば、干渉セルは、依然として、スケジュールされた時間にＣ
ＲＳ（共通基準信号：common reference signal）を送る必要があり得る。これらの送信
は、低電力サービング基地局からの受信ＤＬ信号に対して強い干渉を与え得る。
【００４７】
　したがって、干渉セルがＡＢＳを用いて構成される場合でも、ＣＲＥ　ＵＥは、依然と
して、干渉セルＣＲＳなどに起因する干渉に対処する必要があり得る。ＣＲＳがＬＴＥ　
Ｒｅｌ－８／９／１０キャリアにおいて任意のサブフレーム中に存在し得ることに留意さ
れたい。概して、干渉セルによって送信されるＣＲＳは、ＣＲＥ　ＵＥのサービングセル
によって使用されるＣＲＳオフセットと比較して、同様のまたは異なるＣＲＳオフセット
を有し得る。概して、干渉体（interferers）のＣＲＳがＣＲＥ　ＵＥのためのサービン
グセルのＣＲＳオフセットと同じＣＲＳオフセットを有する場合、ＣＲＳは衝突し得る（
たとえば、衝突ＣＲＳ）。そうでない場合、ＣＲＳが異なるオフセットを有する場合、そ
れらは互いに衝突しない（たとえば、非衝突ＣＲＳ）。いずれの場合も、ＵＥは、干渉セ
ルのＣＲＳによって引き起こされる干渉をキャンセルする必要があり得る。一例として、
２つの送信アンテナの場合、周波数における３つの可能なＣＲＳオフセットが使用され得
る。したがって、衝突ＣＲＳの可能性があり得る。
【００４８】
　いくつかの態様では、ＵＥは、異なる方式を使用して干渉セルからの信号干渉（たとえ
ば、ＣＲＳ干渉）に対処し得る。いくつかの態様では、ＵＥは、信号キャンセル（たとえ
ば、ＣＲＳキャンセル）を実行することによって受信機ベースの干渉管理を実行し得る。
一例として、ＵＥは、ＰＤＳＣＨ復号について１つまたは複数の干渉体からＣＲＳをキャ
ンセルし得る。ＵＥはまた、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical dow
nlink control channel）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ
：physical control format indicator channel）、物理ハイブリッドＡＲＱインジケー
タチャネル（ＰＨＩＣＨ：physical hybrid ARQ indicator channel）、物理ブロードキ
ャストチャネル（ＰＢＣＨ：physical broadcast channel）、１次同期信号（ＰＳＳ：pr
imary synchronization signal）および／または２次同期信号（ＳＳＳ：secondary sync
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hronization signal）などの他の信号について１つまたは複数の干渉体からの干渉をキャ
ンセルし得る。この方式では、サービング基地局において最小限の測定が必要とされ得る
。しかしながら、干渉キャンセルを実装することが必要とされるＵＥは、追加の実装コス
トおよび複雑さをまねき得る。
【００４９】
　別の受信機ベースの干渉管理方式では、ＵＥは、干渉セルからの干渉を低減させるため
に、信号パンクチャリング（たとえば、ＣＲＳパンクチャリング）を実行し得る。たとえ
ば、ＵＥは、ＰＤＳＣＨ復号からのリソースの一部を、それらのリソースがパンクチャさ
れたかのように、ディスカウントし得る。一例として、ＰＤＳＣＨ復号を実行する間、Ｕ
Ｅは、他のセルによって送信される信号（たとえば、ＣＲＳ）から強い干渉を受けている
リソースをディスカウントし得る。たとえば、ＵＥは、これらのリソースがゼロの受信Ｐ
ＤＳＣＨ電力を含んでいる（それらは使用されているけれども）と見なし得る。パンクチ
ャリングの後にＰＤＳＣＨ復号について信頼できるチャネル推定は存在しないことがある
ので、リソースパンクチャリング（たとえば、ＣＲＳパンクチャリング）は、ＣＲＳベー
スのＰＤＳＣＨおよび／または衝突ＣＲＳの役には立たないことに留意されたい。さらに
、非衝突ＣＲＳでは、ＣＲＳを含んでいるシンボル中のリソース要素（ＲＥ）のいくつか
がＰＤＳＣＨ復号のために有用でないことがあり、それは、１つまたは複数のコードブロ
ックの復号性能に著しく影響を及ぼし得る。したがって、ＰＤＳＣＨ復号性能は、パンク
チャリングによって損なわれ得る。ただし、ＰＤＳＣＨ復号は、ハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ）動作によって緩和され得る。干渉キャンセルがＵＥにおいて実行されない
ので、ＣＲＳパンクチャリングはフレキシブルであり、簡略化されたＵＥ実装形態を有し
得ることに留意されたい。
【００５０】
　干渉セルからの信号干渉に対処するための別の方法は、ｅＮＢが干渉セルの信号の周り
でレートマッチングを実行し得る、送信機ベースのものであり得る。たとえば、ｅＮＢは
、ＰＤＳＣＨ送信が隣接セルのＣＲＳ送信から強い干渉を受けるリソースにマッピングし
ないようにＣＲＥ　ＵＥを構成し得る。しかしながら、この方式では、ＰＤＳＣＨ送信の
ためのリソース次元のいくつかが失われ得る。この方式では、レートマッチングがｅＮＢ
において実行されるので、ＵＥ実装形態がより単純になり得る。ｅＮＢが、ＵＥのチャネ
ル状態を判定し、どのタイプのレートマッチングを使用すべきかを決定する必要があり得
、これは、かなり低速で、再構成中に曖昧さにさらされ得るので、フレキシビリティの低
減もあり得る。たとえば、ｅＮＢは、（たとえば、干渉セルのＣＲＳと衝突するリソース
をディスカウントしない）Ｒｅｌ－８　ＰＤＳＣＨレートマッチングを使用すべきか、（
たとえば、干渉セルのＣＲＳと衝突するリソースをディスカウントする）別のタイプのＰ
ＤＳＣＨレートマッチングを使用すべきかを決定し得る。
【００５１】
　いくつかの態様では、ＵＥ（たとえば、ＣＲＥ　ＵＥ）は、さらに、ＵＥ受信機のパフ
ォーマンスを簡略化および／または改善するためにｅＮＢによって支援され得る。例とし
ては、概して、セル検出の実装、ＵＥのための（１つまたは複数の）ネイバーセルのＣＲ
Ｓポートの数に関する情報、および／または（１つまたは複数の）隣接セル中のどのサブ
フレーム上にＣＲＳが存在するか（たとえば、マルチメディアブロードキャストオーバー
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ：multimedia broadcast over single frequency n
etwork）構成）に関する情報を簡略化するためのＣＲＥ　ＵＥへの上位レイヤシグナリン
グが含まれる。
【００５２】
　ＬＴＥ規格のＲｅｌ－１１および後のリリースでは、新しいキャリアタイプが導入され
得る。いくつかの態様では、新しいキャリアタイプは、完全には後方互換性がないことが
ある。そのような新しいキャリアタイプに関するモチベーションは、概して、拡張スペク
トル効率、異種ネットワークのサポートの改善、エネルギー効率、ＧＳＭリファーミング
（refarming）、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：m
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ultimedia broadcast multicast service）の改善などを含む。新しいキャリアタイプは
、レガシー制御シグナリングが低減されていることがある。たとえば、ダウンリンクにつ
いては、および／またはＴＤＤについては、新しいキャリア上のダウンリンクサブフレー
ムは、レガシー制御シグナリングおよび／またはＣＲＳのどれも送信せず、またはレガシ
ー制御シグナリングおよび／またはＣＲＳの低減セットを送信し得る。Ｒｅｌ－１１では
、新しいキャリアは後方互換性があるキャリアに関連付けられ得る。しかしながら、これ
らの新しいキャリアは、ＬＴＥ規格の後のリリースにおいてスタンドアロンキャリアにな
り得る。上記で説明したように、新しいキャリアタイプにおけるＣＲＳは、なくされるか
、または低減され得る。たとえば、ＣＲＳは、サブフレームのサブセット中にのみ、サブ
フレーム内のシンボルの低減セット中にのみ、および／またはサブフレーム内のいくつか
のサブバンド中にのみ存在し得る。
【００５３】
　結果として、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１以降でのＣＲＳ干渉は、いくつかのキャリア中にの
み、いくつかのサブフレーム中にのみ、いくつかのサブバンド中にのみ、（レガシーＣＲ
Ｓを搬送するために使用される）いくつかのシンボル中にのみ、またはそれらの組合せ中
にのみ存在し得る。異なるセルはまた、異なるシステム帯域幅、異なる数のＣＲＳポート
などを有し得る。したがって、データチャネル（たとえば、ＰＤＳＣＨ）割当てまたは制
御チャネル割当て（たとえば、ＰＤＣＣＨまたは拡張ＰＤＣＣＨ）は、異なる量のＣＲＳ
干渉を受けるリソースのセットを占有し得る。本開示の態様は、割り当てられたチャネル
のリソース内で、異なる量のＣＲＳ干渉に対処するための技法および装置を与える。
【００５４】
　図８に、本開示のいくつかの態様による、複数のキャリアにわたる例示的な割り当てら
れたダウンリンクチャネル８００を示す。ＰＤＳＣＨ割当て８０２など、割り当てられた
ダウンリンクチャネルは、レガシーキャリアタイプ８０４と新しいキャリアタイプ８０６
（キャリアセグメント）の両方にわたり得る。レガシーキャリア８０４は後方互換性があ
り得る（たとえば、ＣＲＳは、隣接セルから受信したサブフレーム中に存在し得る）。新
しいキャリア８０６は後方互換性がないことがあり、サブフレーム中にＣＲＳが存在しな
いことがある。この例では、新しいキャリア８０６上ではなく、レガシーキャリア８０４
内の一部分に対してのみ、干渉キャンセル、パンクチャドＣＲＳ、および／またはレート
マッチングが実行され得る。
【００５５】
　いくつかの態様では、新しいキャリア上のサブフレーム中でＣＲＳの存在が低減／緩和
される場合、干渉キャンセルは、ＣＲＳを有する新しいキャリア上の低減された数のサブ
フレームに対して実行され得る。いくつかの態様では、ＣＲＳが新しいキャリアタイプ中
に存在する場合、レガシーキャリア中で使用されるＣＲＳシンボルのセット以外のシンボ
ル中にＣＲＳを配置することが望ましいことがある。たとえば、ＣＲＳは、ノーマルサイ
クリックプレフィックス（ＣＰ：cyclic prefix）の場合、レガシーキャリア中のシンボ
ル｛０，４｝の代わりに、新しいキャリアタイプにおけるスロット中のシンボル｛１，５
｝中に配置され得る。他のシンボル中にＣＲＳを配置することは周波数追跡を改善し得る
。
【００５６】
　図９Ａに、本開示のいくつかの態様による、異なるタイプ／レベルの干渉を受けるリソ
ースの異なる部分にわたる例示的な割り当てられたダウンリンクチャネルを示す。リソー
スの異なる部分は、異なるレベルおよび／またはタイプの干渉を受け得るシングルキャリ
ア上のまたは複数のキャリア上の帯域幅の異なる部分（「帯域幅部分」）中に存在し得る
。一般性の喪失なしに、図９Ａに、シングルキャリア上の割り当てられたダウンリンクチ
ャネルを示す。ＰＤＳＣＨ割当てなどの割り当てられたダウンリンクチャネルは、サブフ
レーム中の同じキャリア上で第１の部分９０２と第２の部分９０４とを含み得る。ＰＤＳ
ＣＨ割当ての第１の部分９０２は、ＣＲＳ干渉を受けない帯域幅の第１の部分９０６中に
存在し得る。ＰＤＳＣＨ割当ての第２の部分９０４は、ＣＲＳ干渉を受ける帯域幅の第２
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の部分９０８中に存在し得る。したがって、割り当てられたダウンリンクチャネルの第２
の部分９０４中のリソースは、隣接セルからＣＲＳ干渉を受け得る。その結果、干渉キャ
ンセル、パンクチャリング、および／またはレートマッチングは、ＣＲＳ干渉を受けるリ
ソースの一部分（たとえば、リソースの部分９０４）に対してのみ実行され得る。したが
って、リソースの第１の部分と第２の部分とは、異なるタイプ／レベルの干渉を受ける。
したがって、リソースの第１の部分９０２が受ける干渉は、リソースの第２の部分９０４
が受ける干渉とは別様に対処され得る。
【００５７】
　図９Ｂに、本開示のいくつかの態様による、異なる帯域幅をもつ２つの隣接セルの割り
当てられたダウンリンクチャネル中の２つの例示的なサブフレームを示す。図示のように
、セル１（サービングセル）９１０は、セル２（干渉セル）９２０よりも大きい帯域幅を
有し得る。その結果、帯域幅の第１の部分（たとえば、部分９１２）はＣＲＳ干渉を受け
ないが、帯域幅の別の部分（たとえば、部分９１４）は干渉セルからＣＲＳ干渉を受ける
。したがって、帯域幅の第２の部分９１４内に入る、割り当てられたダウンリンクチャネ
ル中のリソースは、干渉セル（たとえば、セル２）からＣＲＳ干渉を受け得る。
【００５８】
　前に説明したように、いくつかの態様では、隣接セルが（図９Ｂに示すように）異なる
帯域幅を有する場合、帯域幅の一部分、したがって、リソースの一部分のみがＣＲＳ干渉
を受け得る。別の態様では、キャリアの一部分のみがＣＲＳを有するように構成され得る
。たとえば、ＣＲＳ干渉は、中心のリソースブロック（たとえば、図９Ａの６つのＲＢ）
中にのみ存在し、同じサブフレームの他のＲＢ中には存在しないことがある。その結果、
割り当てられたリソースの異なる部分は、別様に対処され得る異なるタイプおよび／また
はレベルの干渉を受け得る。
【００５９】
　図１０に、本開示のいくつかの態様による、異なるレベルの干渉を受けるリソースの異
なる部分にわたる例示的な割り当てられたダウンリンクチャネル１０００を示す。ＰＤＳ
ＣＨ割当て１００２などの割り当てられたダウンリンクチャネルは、サブフレーム中の同
じキャリア上の、第１のセットのシンボル中にＣＲＳ干渉をもつ部分１００４と、第２の
セットのシンボル中にＣＲＳ干渉をもつ別の部分１００６とにわたり得る。その結果、干
渉キャンセル、またはパンクチャドＣＲＳ、および／またはレートマッチングが、２つの
部分に対して別様に（たとえば、部分１００４に対しては第１のシンボルセット中で、部
分１００６に対しては第２のシンボルセット中で）実行され得る。第１および第２のセッ
トは、シンボルの異なるセットを含み得、互いのサブセットであることもまたはそうでな
いこともあり得る。たとえば、第１のセットは第２のセットのサブセットであり得、また
は第１のセットは、第２のセット中に存在しないシンボルを含み得る。追加として、また
は別個に、異なる部分におけるＣＲＳポートの数は、異なるものであり得、したがって、
干渉キャンセルを実行する間に考慮に入れられるべきである。
【００６０】
　図１１に、本開示のいくつかの態様による、リソースの異なる部分に対して異なる干渉
管理技法を適用するためにＵＥによって実行され得る例示的な動作を示す。ステップ１１
０２において、ＵＥは、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つ
を受ける割り当てられたダウンリンクチャネル（たとえば、データまたは制御チャネル）
のためにリソースの異なる部分を決定する。
【００６１】
　いくつかの態様では、ＵＥは、リソースの異なる部分を示すシグナリングを受信し得る
。たとえば、ＵＥは、干渉（たとえば、１つまたは複数の干渉セルからのＣＲＳに関係す
る干渉）の周りで、部分干渉キャンセル（ＩＣ：interference cancellation）、パンク
チャドＣＲＳ、および／またはレートマッチングをどのように実行するか、および他の干
渉キャンセル／緩和技法について、明示的にまたは黙示的に通知され得る。通知は、ＲＲ
ＣまたはＯＡＭによって実行されるか、またはあらかじめ決定され得る（たとえば、仕様
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によってハードコーディングされ得る）。別の例として、ＵＥは、（たとえば、制御チャ
ネル上に示される）動的シグナリングによって通知され得る。たとえば、（１つまたは複
数の）隣接セルの拡張キャリア（またはキャリアセグメント）におけるＣＲＳの実際の構
成は、動的シグナリングによってＵＥに示され得る。
【００６２】
　いくつかの態様では、ＵＥは、割り当てられたダウンリンクチャネルのためのリソース
のブラインド検出（たとえば、ＣＲＳ干渉の特性のブラインド検出）を実行することによ
って、リソースの異なる部分を決定し得る。ＣＲＳ干渉の特性は、ＲＢ依存であり得、ま
たはより粗いグラニュラリティ（たとえば、サブバンド依存）を有し得る。いくつかの態
様では、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受けるリソー
スの異なる部分は、帯域幅の異なる部分に存在し得る。
【００６３】
　ステップ１１０４において、ＵＥは、リソースの異なる部分を処理するための異なる技
法を選択し、各技法は、干渉の対応するレベルまたはタイプに基づいて選択される。いく
つかの態様では、各技法は、さらに、サブフレームタイプ、キャリアタイプ、共通基準信
号（ＣＲＳ）構成、セルの帯域幅、ＣＲＳポートの数および／または他のパラメータのう
ちの少なくとも１つに基づいて選択され得る。異なる技法は、概して、干渉キャンセル、
パンクチャリング、レートマッチング、干渉低減なし（no interference reduction）、
および／もしくは任意の他の干渉キャンセル／緩和方法ならびに／またはそれらの組合せ
を含む。
【００６４】
　いくつかの態様では、リソースの少なくとも第１の部分は、（たとえば、図８および図
９に示すように）１つまたは複数の干渉セルからＣＲＳに関係する干渉を受け得る。いく
つかの態様では、リソースの第２の部分は、ＣＲＳ送信をほとんどまたはまったく含まな
い。異なる技法を選択することは、概して、リソースの第１の部分における干渉を低減さ
せるための技法を選択することを含み得る。
【００６５】
　いくつかの態様では、割り当てられたダウンリンクチャネルのためのリソースは、複数
のキャリアにわたり得、複数のキャリアのうちの少なくとも１つにおけるリソースの一部
分について干渉が低減され得る（たとえば、図８）。第１の技法は、干渉が低減されるリ
ソースの部分を処理するために選択され得、少なくとも第２の技法は、リソースの１つま
たは複数の他の部分を処理するために選択され得る（たとえば、干渉キャンセル、パンク
チャリング、レートマッチング、および／または干渉低減なし）。
【００６６】
　オプションで、ステップ１１０６において、ＵＥは、対応する選択された技法を使用し
てリソースの異なる部分を処理することによってダウンリンクチャネルを復号する。
【００６７】
　いくつかの態様では、ＣＲＳ干渉は、特定の割り当てられたダウンリンクチャネル（た
とえば、ＰＤＳＣＨ割当て）について一様であり得る。たとえば、ｅＮＢは、仕様によっ
て、またはシグナリングによって、データおよび／または制御チャネル内でＣＲＳ干渉の
異なるアベイラビリティが許可されないことを保証し得る。いくつかの態様では、実際の
ＣＲＳ干渉が割当てのいくつかの部分のより少ない数のリソースに限定される場合でも、
ＵＥは、全データおよび／または制御チャネル割当てにわたるＣＲＳ干渉の最大量を仮定
または選択し得る。そのような仮定または選択された干渉は、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８／９／
１０に基づかないことがあり得る。諸態様では、そのような仮定または選択された干渉は
、受信されたまたは提供された構成に基づき得る。
【００６８】
　図１２に、本開示のいくつかの態様による、割り当てられたリソースにおける干渉を管
理する（たとえば、キャンセル、緩和などを行う）ためにＵＥによって実行され得る例示
的な動作１２００を示す。ステップ１２０２において、ＵＥは、異なるレベルまたは異な
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るタイプの干渉のうちの少なくとも１つ（たとえば、実際の干渉）を受ける割り当てられ
たダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定する。いくつかの態様では
、帯域幅の異なる部分は、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉を受け得、それにより
、リソースの異なる部分が異なるレベルまたは異なるタイプの干渉を受けることになり得
る。
【００６９】
　ステップ１２０４において、ＵＥは、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉に基づい
てリソースに関する干渉の固定のパターンまたは量を選択し、干渉の固定のパターンまた
は量は、干渉の異なるレベルのうちの１つまたは複数に等しいかまたはそれよりも大きい
１つまたは複数の干渉レベルを含み得る。ステップ１２０６において、ＵＥは、リソース
を処理するための技法を選択する。技法は、干渉の選択された固定のパターンまたは量に
基づいて選択され得る。
【００７０】
　上記で説明したように、実際のＣＲＳ干渉が割当てのいくつかの部分中のより少ない数
のリソースに限定される場合でも、ＵＥは、全データ／制御チャネル割当てに関するＣＲ
Ｓ干渉の最大量を選択し得る。ＵＥは、次いで、選択された技法を使用してリソースを処
理することによってダウンリンクチャネルを復号し得る。
【００７１】
　いくつかの態様では、選択された技法は、干渉キャンセル、パンクチャリング、レート
マッチング、および／または干渉低減なし、を含み得る。いくつかの態様では、技法は、
サブフレームタイプ、キャリアタイプ、共通基準信号（ＣＲＳ）構成、セルの帯域幅およ
び／またはＣＲＳポートの数などに基づいて選択され得る。
【００７２】
　いくつかの態様では、割り当てられたダウンリンクチャネルのためのリソースは、マル
チプルなキャリアにわたり得る。干渉は、マルチプルなキャリアのうちの少なくとも１つ
におけるリソースについて低減され得る。いくつかの態様では、ＵＥは、リソースの異な
る部分を示すシグナリングを受信し得る。ＵＥはまた、割り当てられたダウンリンクチャ
ネルのためのリソースに対してブラインド検出を実行し得る。
【００７３】
　図１３は、例示的な装置１３１０中の様々なモジュール／手段／コンポーネント間のデ
ータフローを示す概念データフロー図１３００である。装置１３１０は、異なるレベルま
たは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てられたダウンリンクチ
ャネルのためにリソースの異なる部分を決定するモジュール１３０２と、リソースの異な
る部分を処理するための異なる技法を選択するモジュール１３０４であって、各技法が干
渉の対応するレベルまたはタイプに基づいて選択される、モジュール１３０４と、対応す
る選択された技法を使用してリソースの異なる部分を処理することによってダウンリンク
チャネルを復号するモジュール１３０６とを含む。割り当てられたダウンリンクチャネル
上での伝送は、ｅＮＢ１３５４から生じ、装置１３１０の受信モジュール１３０１におい
て受信され得る。送信モジュール１３１４は、受信された伝送の肯定応答を送信し得る。
【００７４】
　本装置は、図１１および図１２中の上述の動作におけるアルゴリズムのステップの各々
を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１１および図１２中の上述の動
作における各ステップは、１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモ
ジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセ
ス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェアコンポーネ
ントであるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッ
サによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶
されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００７５】
　図１４は、処理システム１４１４を採用する装置１４００のためのハードウェア実装の
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一例を示す図である。処理システム１４１４は、バス１４２４によって概略的に表される
バスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１４２４は、処理システム１４１４の特
定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを
含み得る。バス１４２４は、プロセッサ１４０４、モジュール１４０１、１４０２、１４
０３、およびコンピュータ可読媒体１４０６によって表される１つまたは複数のプロセッ
サおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な回路を互いに接続する。バス１４
２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々
な他の回路を接続し得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、した
がって、これ以上説明しない。
【００７６】
　装置は、トランシーバ１４１０に結合された処理システム１４１４を含む。トランシー
バ１４１０は、１つまたは複数のアンテナ１４２０に結合される。トランシーバ１４１０
は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム１４
１４は、コンピュータ可読媒体１４０６に結合されたプロセッサ１４０４を含む。プロセ
ッサ１４０４は、コンピュータ可読媒体１４０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む
一般的な処理を担う。ソフトウェアは、プロセッサ１４０４によって実行されたときに、
処理システム１４１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行さ
せる。コンピュータ可読媒体１４０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ
１４０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モ
ジュール１４０１、１４０２、および１４０３をさらに含む。それらのモジュールは、プ
ロセッサ１４０４中で動作する、コンピュータ可読媒体１４０６中に常駐する／記憶され
たソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１４０４に結合された１つまたは複数の
ハードウェアモジュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理シス
テム１４１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得、たとえば、メモリ６６０および／また
はＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５
９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００７７】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１３１０／１４００は、決定するための手段
、選択するための手段、復号するための手段、および仮定するための手段を含む。上述の
手段は、上述の手段によって記載される機能を実行するように構成された、装置１３１０
および／または装置１４００の処理システム１４１４の上述のモジュールのうちの１つま
たは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１４１４は、ＴＸプロセッサ
６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９とを含み得る。し
たがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって記載される機能を実行するよ
うに構成されたＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロ
セッサ６５９とであり得る。
【００７８】
　開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の一例で
あることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセスにおけるステップの特定の
順序または階層は並べ替えることができることを理解されたい。さらに、いくつかのステ
ップは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップ
の要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定さ
れるものではない。
【００７９】
　以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実行できるようにするために
提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用することができる。したがって、特許
請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の範囲の文
言に矛盾しない最大限の範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのよ
うに明記されていない限り、「ただ１つの」を意味するものではなく、「１つまたは複数
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の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は
「１つまたは複数の」を指す。当業者に知られている、または後に知られることになる、
本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は
、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さ
らに、本明細書に開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に
記載されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素
も、その要素が「のための手段」という語句を使用して明確に記載されていない限り、ミ
ーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
【００８０】
　本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単一のメ
ンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、またはｃの
うちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ－ｃを
包含するものとする。
　以下に、本願の出願当初請求項に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てられ
たダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定することと、
　前記リソースの前記異なる部分を処理するための異なる技法を選択することであって、
各技法が、干渉の対応するレベルまたはタイプに少なくとも基づいて選択される、選択す
ることと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
　　［Ｃ２］
　前記対応する選択された技法を使用して前記リソースの前記異なる部分を処理すること
によって前記ダウンリンクチャネルを復号すること
　をさらに備える、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記リソースの少なくとも第１の部分が、１つまたは複数の干渉セルから共通基準信号
（ＣＲＳ）に関係する干渉を受ける、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記リソースの前記異なる部分を処理するための前記異なる技法を選択することが、
　前記リソースの前記第１の部分における前記干渉を低減させるための技法を選択するこ
と
　を含む、上記Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記リソースの第２の部分がＣＲＳ送信をほとんどまたはまったく含まない、上記Ｃ３
に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記割り当てられたダウンリンクチャネルのための前記リソースが複数のキャリアにわ
たり、
　前記複数のキャリアのうちの少なくとも１つにおける前記リソースの一部分について干
渉が低減される、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　干渉が低減される前記リソースの前記一部分を処理するために第１の技法が選択され、
　前記リソースの１つまたは複数の他の部分を処理するために少なくとも第２の技法が選
択される、上記Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記第２の技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干
渉低減なし、のうちの少なくとも１つを含む、上記Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　各技法が、サブフレームタイプ、キャリアタイプ、共通基準信号（ＣＲＳ）構成、セル
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の帯域幅、またはＣＲＳポートの数のうちの少なくとも１つにさらに基づいて選択される
、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記リソースの前記異なる部分を決定することが、前記異なる部分を示すシグナリング
を受信することを含む、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記リソースの前記異なる部分を決定することが、前記割り当てられたダウンリンクチ
ャネルのためのリソースのブラインド検出を実行することを含む、上記Ｃ１に記載の方法
。
　　［Ｃ１２］
　前記異なる技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干
渉低減なし、のうちの複数を含む、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記リソースの前記異なる部分が、
　キャリアからのサブフレーム中の第１のシンボルに関連する前記リソースの第１の部分
と、
　前記キャリアからの前記サブフレーム中の第２のシンボルに関連する前記リソースの第
２の部分と
　を含む、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記ダウンリンクチャネルがデータチャネルまたは制御チャネルである、上記Ｃ１に記
載の方法。
　　［Ｃ１５］
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける前記リソース
の前記異なる部分が、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくとも１
つを受ける、帯域幅の異なる部分中に存在する、上記Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てられ
たダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定することと、
　前記異なるレベルまたは前記異なるタイプの干渉に基づいて前記リソースに関する干渉
の固定のパターンまたは量を選択することであって、干渉の前記固定のパターンまたは量
が、干渉の前記異なるレベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数の干渉
レベルを含む、選択することと、
　前記リソースを処理するための技法を選択することであって、前記技法が、干渉の前記
選択された固定のパターンまたは量に基づいて選択される、選択することと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
　　［Ｃ１７］
　前記選択された技法を使用して前記リソースを処理することによって前記ダウンリンク
チャネルを復号すること
　をさらに備える、上記Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記割り当てられたダウンリンクチャネルのための前記リソースが複数のキャリアにわ
たり、
　前記複数のキャリアのうちの少なくとも１つにおける前記リソースについて干渉が低減
される、上記Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記技法が、サブフレームタイプ、キャリアタイプ、共通基準信号（ＣＲＳ）構成、セ
ルの帯域幅、またはＣＲＳポートの数のうちの少なくとも１つにさらに基づいて選択され
る、上記Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ２０］



(26) JP 6104938 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

　前記リソースの前記異なる部分を決定することが、前記異なる部分を示すシグナリング
を受信することを含む、上記Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記リソースの前記異なる部分を決定することが、前記割り当てられたダウンリンクチ
ャネルのためのリソースのブラインド検出を実行することを含む、上記Ｃ１６に記載の方
法。
　　［Ｃ２２］
　前記技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干渉低減
なし、のうちの１つまたは複数を含む、上記Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける前記リソース
の前記異なる部分が、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくとも１
つを受ける、帯域幅の異なる部分中に存在する、上記Ｃ１６に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てられ
たダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定するための手段と、
　前記リソースの前記異なる部分を処理するための異なる技法を選択するための手段であ
って、各技法が、干渉の対応するレベルまたはタイプに少なくとも基づいて選択される、
選択するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　　［Ｃ２５］
　前記対応する選択された技法を使用して前記リソースの前記異なる部分を処理すること
によって前記ダウンリンクチャネルを復号するための手段
　をさらに備える、上記Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ２６］
　前記リソースの少なくとも第１の部分が、１つまたは複数の干渉セルから共通基準信号
（ＣＲＳ）に関係する干渉を受ける、上記Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　前記リソースの前記異なる部分を処理するための前記異なる技法を選択するための前記
手段が、
　前記リソースの前記第１の部分における前記干渉を低減させるための技法を選択するた
めの手段
　を含む、上記Ｃ２６に記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記リソースの第２の部分がＣＲＳ送信をほとんどまたはまったく含まない、上記Ｃ２
６に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
　前記割り当てられたダウンリンクチャネルのための前記リソースが複数のキャリアにわ
たり、
　前記複数のキャリアのうちの少なくとも１つにおける前記リソースの一部分について干
渉が低減される、上記Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ３０］
　干渉が低減される前記リソースの前記一部分を処理するために第１の技法が選択され、
　前記リソースの１つまたは複数の他の部分を処理するために少なくとも第２の技法が選
択される、上記Ｃ２９に記載の装置。
　　［Ｃ３１］
　前記第２の技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干
渉低減なし、のうちの少なくとも１つを含む、上記Ｃ３０に記載の装置。
　　［Ｃ３２］
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　各技法が、サブフレームタイプ、キャリアタイプ、共通基準信号（ＣＲＳ）構成、セル
の帯域幅、またはＣＲＳポートの数のうちの少なくとも１つにさらに基づいて選択される
、上記Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ３３］
　前記リソースの前記異なる部分を決定するための前記手段が、前記異なる部分を示すシ
グナリングを受信するための手段を含む、上記Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ３４］
　前記リソースの前記異なる部分を決定するための前記手段が、前記割り当てられたダウ
ンリンクチャネルのためのリソースのブラインド検出を実行するための手段を含む、上記
Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ３５］
　前記異なる技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干
渉低減なし、のうちの複数を含む、上記Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ３６］
　前記リソースの前記異なる部分が、
　キャリアからのサブフレーム中の第１のシンボルに関連する前記リソースの第１の部分
と、
　前記キャリアからの前記サブフレーム中の第２のシンボルに関連する前記リソースの第
２の部分と
　を含む、上記Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ３７］
　前記ダウンリンクチャネルがデータチャネルまたは制御チャネルである、上記Ｃ２４に
記載の装置。
　　［Ｃ３８］
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける前記リソース
の前記異なる部分が、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくとも１
つを受ける、帯域幅の異なる部分中に存在する、上記Ｃ２４に記載の装置。
　　［Ｃ３９］
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てられ
たダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定するための手段と、
　前記異なるレベルまたは前記異なるタイプの干渉に基づいて前記リソースに関する干渉
の固定のパターンまたは量を選択するための手段であって、干渉の前記固定のパターンま
たは量が、干渉の前記異なるレベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数
の干渉レベルを含む、選択するための手段と、
　前記リソースを処理するための技法を選択するための手段であって、前記技法が、干渉
の前記選択された固定のパターンまたは量に基づいて選択される、選択するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　　［Ｃ４０］
　前記選択された技法を使用して前記リソースを処理することによって前記ダウンリンク
チャネルを復号するための手段
　をさらに備える、上記Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４１］
　前記割り当てられたダウンリンクチャネルのための前記リソースが複数のキャリアにわ
たり、
　前記複数のキャリアのうちの少なくとも１つにおける前記リソースについて干渉が低減
される、上記Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４２］
　前記技法が、サブフレームタイプ、キャリアタイプ、共通基準信号（ＣＲＳ）構成、セ
ルの帯域幅、またはＣＲＳポートの数のうちの少なくとも１つにさらに基づいて選択され
る、上記Ｃ３９に記載の装置。
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　　［Ｃ４３］
　前記リソースの前記異なる部分を決定するための前記手段が、前記異なる部分を示すシ
グナリングを受信することを含む、上記Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４４］
　前記リソースの前記異なる部分を決定するための前記手段が、前記割り当てられたダウ
ンリンクチャネルのためのリソースのブラインド検出を実行するための手段を含む、上記
Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４５］
　前記技法が、干渉キャンセル、パンクチャリング、レートマッチング、または干渉低減
なし、のうちの１つまたは複数を含む、上記Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４６］
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける前記リソース
の前記異なる部分が、異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの前記少なくとも１
つを受ける、帯域幅の異なる部分中に存在する、上記Ｃ３９に記載の装置。
　　［Ｃ４７］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な命令が記憶された非一時的コンピュー
タ可読媒体を備える、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前
記命令が、
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てられ
たダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定するための命令と、
　前記リソースの前記異なる部分を処理するための異なる技法を選択するための命令であ
って、各技法が、干渉の対応するレベルまたはタイプに少なくとも基づいて選択される、
選択するための命令と
　を備える、コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４８］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な命令が記憶された非一時的コンピュー
タ可読媒体を備える、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前
記命令が、
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てられ
たダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定するための命令と、
　前記異なるレベルまたは前記異なるタイプの干渉に基づいて前記リソースに関する干渉
の固定のパターンまたは量を選択するための命令であって、干渉の前記固定のパターンま
たは量が、干渉の前記異なるレベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数
の干渉レベルを含む、選択するための命令と、
　前記リソースを処理するための技法を選択するための命令であって、前記技法が、干渉
の前記選択された固定のパターンまたは量に基づいて選択される、選択するための命令と
　を備える、コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４９］
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てられ
たダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定することと、
　前記リソースの前記異なる部分を処理するための異なる技法を選択することであって、
各技法が、干渉の対応するレベルまたはタイプに少なくとも基づいて選択される、選択す
ることと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　　［Ｃ５０］
　異なるレベルまたは異なるタイプの干渉のうちの少なくとも１つを受ける割り当てられ
たダウンリンクチャネルのためにリソースの異なる部分を決定することと、
　前記異なるレベルまたは前記異なるタイプの干渉に基づいて前記リソースに関する干渉
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の固定のパターンまたは量を選択することであって、干渉の前記固定のパターンまたは量
が、干渉の前記異なるレベルのうちの１つまたは複数よりも大きい１つまたは複数の干渉
レベルを含む、選択することと、
　前記リソースを処理するための技法を選択することであって、前記技法が、干渉の前記
選択された固定のパターンまたは量に基づいて選択される、選択することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
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